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Oct3/4，Sox2，Klf4，c-Mycの４種類の遺伝子

多能性幹細胞の誘導

Pluripotency-inducing 
factors (PIF)

ES cell‐specific transcription 
factors

Essential for pluripotency in ES 
cells and early embryos

(proto)oncogenes
Important for proliferation of ES 
cells, but not in early embryos

less famous 
Specifically expressed in ES cells 
and/or Important roles in ES cells

皮膚線維芽細胞に

１．多能性をもつ
２．ほぼ無限に増殖
３．遺伝子の導入不要
４．知見が蓄積されている

１．多能性をもつ
２．ほぼ無限に増殖
３．移植時の拒絶なし
４．胚が必要ない

１．移植時に拒絶の可能性あり
２．胚利用による倫理的問題
３．胚の入手が問題

１．遺伝子の導入が必要で，
がん化の可能性あり

２．初期化のメカニズムが不明

１．多能性維持などのメカニズムが未解明
２．ほぼ無限に増殖するため，がん化の可能性あり
３．目的の細胞，組織に分化誘導する技術がまだ確立されていない

ES細胞

iPS細胞

共通の課題

メリット デメリット

ES細胞とiPS細胞の特徴

iPS細胞とES細胞の関係

http://ameblo.jp/doctor‐away/entry‐11380271904.html

http://www.cira.kyoto‐u.ac.jp/nakagawa/?page_id=990

・

山中教授は，それまで卵子を使ったクローン技術が可
能にしてきた「初期化」という現象を，卵子も使わず，
たった4つの遺伝子を細胞に導入することにより再現で
きることを，2006年マウスで，2007年にはヒトで示した。

iPS細胞の課題

http://www.cira.kyoto‐u.ac.jp/nakagawa/?page_id=990
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iPS細胞の課題
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iPS細胞の課題

（朝日新聞 ２０１２年１２月６日掲載） https://www.skip.med.keio.ac.jp/general/article/06/

iPS細胞の利⽤

http://www.jst.go.jp/ips‐trend/about/story/no10.html

iPS細胞による再⽣医療
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iPS細胞による再⽣医療
2007年12⽉6⽇、⽶科学雑誌「Science」
の電⼦版に⽶ホワイトヘッド⽣物医学研究
所のRudolf Jaenischらの研究グループが、
iPS細胞を⽤いてマウスの鎌状⾚⾎球貧⾎
症を治療することに成功したと発表しまし
た。

http://www.jst.go.jp/ips‐trend/about/story/no11.html http://www.jst.go.jp/ips‐trend/about/story/no12.html

iPS細胞による再⽣医療実現に向けて

再⽣医療と⽣命倫理

http://www.jst.go.jp/ips‐trend/about/story/no13.html

iPS細胞の未来

http://www.jst.go.jp/ips‐trend/about/story/no15.html

疾患特異的iPS細胞

https://www.skip.med.keio.ac.jp/general/article/09/index.html
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組織幹細胞

• 骨髄には造血幹細胞があ
り，赤血球や白血球など
の血液細胞を作っていま
す（多分化能）。

• その他，皮膚や肝臓など
様々な場所で見つかって
います。骨折が治るのも，
髪の毛を切ってもまた生
えてくるのも，それぞれ
の場所に存在する組織幹
細胞の働き（自己複製
能）のおかげです。

臨床応用における
組織幹細胞と多能性
幹細胞の関係

多能性幹細胞はわた
したちのからだの中
のどのような細胞に
もなる（分化する）
ことができ，培養皿
のなかではほぼ無限
に増殖します。


